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特
集
：
ま
ち
に
溶
け
込
み
ま
ち
を
支
え
る
路
面
電
車

﹇〝
市
電
〞
と
呼
ば
れ
て
90
年
―
豊
橋
鉄
道
市
内
線
の
魅
力
﹈

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

「
市
電
」
の
愛
称
で
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
豊
橋
鉄
道
の
東あ

ず
ま
だ田
本
線
に
は
、

全
国
に
先
駆
け
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
構
想
に
準
じ
た
事
業
を
進
め
る
な
ど
、

長
期
的
な
視
点
で
積
極
的
な
投
資
が
行
わ
れ
て
き
た
。

市
民
、
行
政
、
そ
し
て
鉄
道
事
業
者
が

「
路
面
電
車
は
地
域
の
公
共
財
で
あ
り
、
欠
か
せ
な
い
財
産
で
あ
る
」
と
い
う

共
通
認
識
の
下
、
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
し
て
現
在
、
豊
橋
市
で
は
、
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
を
目
指
し
て

「
豊
橋
市
都
市
交
通
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
交
通
計
画
実
現
に
向
け
、

「
豊
橋
市
の
公
共
交
通
を
と
も
に
支
え
育
む
条
例
」
の
制
定
準
備
が
進
む
。

路
面
電
車
を
守
り
、
育
て
る
―
―

三
位
一
体
で
取
り
組
む
現
状
と
課
題
を
紹
介
す
る
。

市
民
・
行
政
・
鉄
道
事
業
者
の

三
位
一
体
と
な
っ
た

交
通
ま
ち
づ
く
り

REPORT



全
国
で
２
番
目
に
短
い
路
面
電
車

か
つ
て
市
営
で
あ
っ
た
歴
史
は
な
い
も
の

の
、「
市
電
」
の
愛
称
で
豊
橋
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
豊
橋
鉄
道
の
東
田
本
線
（
市
内

線
）
は
、
駅
前

－

赤
岩
口
間
４
・
８
㎞
と
井

原

－

運
動
公
園
前
間
０
・
６
㎞
、
計
５
・
４
㎞

（
停
留
場
数
14
カ
所
）
の
路
線
。
岡
山
電
気

軌
道
（
４
・
８
㎞
）
に
次
い
で
全
国
で
２
番

目
に
短
い
路
面
電
車
だ
。

輸
送
人
員
は
昭
和
38
年
の
９
５
７
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
平
成
10
年
に
は

３
０
０
万
人
を
割
り
込
む
ま
で
落
ち
込
ん
だ

が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
平
成
15

年
以
降
は
緩
や
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ
、
平

成
26
年
に
は
17
年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人
超
に

復
活
し
た
。
現
在
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
る
。

「
当
社
の
全
収
入
の
う
ち
鉄
軌
道
に
よ
る

収
入
は
７
割
で
、
市
内
線
の
運
賃
収
入
は
鉄

軌
道
収
入
の
４
分
の
１
、
そ
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
利

用
を
含
ん
だ
普
通
券
の
収
入
が
６
割
弱
、
通

学
定
期
が
１
割
弱
程
度
、
通
勤
定
期
が
２
割

弱
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
」
と
豊
橋
鉄
道
の

柴
田
良
昭
取
締
役
は
解
説
す
る
。

そ
れ
以
外
の
定
期
外
収
入
で
は
、
市
民
に

す
っ
か
り
人
気
が
定
着
し
た
「
お
で
ん

し
ゃ
」
や
「
納
涼
ビ
ー
ル
電
車
」
に
代
表
さ

れ
る
企
画
電
車
に
よ
る
運
行
収
入
も
一
定
の

割
合
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。

大
正
14
年
に
開
業
し
た
市
内
線
は
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で
全
国
各
地
の
路

面
電
車
が
廃
止
さ
れ
る
中
、
東
海
地
方
唯
一

の
路
面
電
車
と
し
て
生
き
残
り
、
90
年
以
上

も
の
間
、
市
民
の
足
と
し
て
走
り
続
け
て
い

る
。
そ
の
長
い
歴
史
と
存
在
感
で
、
現
在
で

は
豊
橋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
経

営
的
に
は
市
内
線
単
体
で
の
収
支
は
赤
字

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
内
包
す
る
。
沿
線

の
人
口
減
少
も
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
厳
し
い
現
実
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

「
消
費
税
率
の
改
定
を
除
い
て
は
昭
和
59

年
以
来
、
30
年
以
上
実
質
値
上
げ
は
行
っ
て

い
な
い
」
と
、
豊
橋

鉄
道
の
梅
村
仁
朗
鉄

道
部
次
長
は
話
す
。

「
こ
れ
ま
で
十
分

に
実
施
で
き
な
か
っ

た
施
設
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
更
新
は
加
速
度

的
に
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
安
全
・
安
心
・

安
定
輸
送
を
標
榜
す
る
鉄
道
事

業
者
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
」
と
柴
田
取
締
役

は
語
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化
事
業

の
先
駆
け

市
内
線
が
残
っ
て
き
た
理
由

と
し
て
は
、
軌
道
敷
へ
の
自
動

車
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
の
運
転

マ
ナ
ー
が
良
か
っ
た
な
ど
、
い

く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
が
、
豊

橋
鉄
道
の
企
業
努
力
と
と
も

に
、
行
政
が
早
い
段
階
か
ら
支

援
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
だ

ろ
う
。

昭
和
57
年
に
は
、
区
画
整
理

に
よ
っ
て
豊
橋
市
東
部
に
野
球
場
や
競
技
場

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
集
積
し

た
岩
田
運
動
公
園
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
に
伴

い
市
内
線
を
井
原
か
ら
６
０
０
ｍ
延
伸
、
運

動
公
園
前
停
留
場
が
新
設
さ
れ
た
。

今
で
こ
そ
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に

路
面
電
車
の
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

当
時
は
全
国
的
に
路
面
電
車
不
要
論
が
強

く
、
多
く
の
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
中
、

こ
の
延
伸
は
画
期
的
だ
っ
た
。
実
際
、
全
国

で
見
て
も
、
昭
和
43
年
の
長
崎
電
気
軌
道
以

来
、
14
年
ぶ
り
の
路
線
延
長
と
な
っ
て
い
る
。

「
豊
橋
で
は
公
共
交
通
単
体
と
し
て
路
面

電
車
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
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豊橋鉄道株式会社 鉄道部
次長 兼 営業課長

梅村仁朗
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豊橋鉄道株式会社
取締役 鉄道部長

柴田良昭
Yoshiaki SHIBATA
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と
し
て
描
く
将
来
像
の
中
に
組
み
込
み
、
一

緒
に
育
て
て
き
た
」
と
豊
橋
市
都
市
計
画
部

都
市
交
通
課
の
前
田
幸
弘
課
長
は
語
る
。

平
成
7
年
度
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

路
面
電
車
を
整
備
し
て
い
く
、
そ
の
後
押
し

と
な
る
国
の
支
援
も
始
ま
っ
た
。「
都
心
交

通
改
善
事
業
」
の
拡
充
だ
。
歩
行
空
間
の
支

障
物
件
の
移
設
と
し
て
、
路
面
電
車
の
停
留

場
の
施
設
整
備
や
架
線
の
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル

化
が
補
助
対
象
と
な
る
。

豊
橋
市
で
は
こ
れ
に
先
ん
じ
て
、
平
成
２

年
よ
り
都
市
景
観
整
備
事
業
と
し
て
駅
前
大

通
の
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化
に
着
手
し
、
以

降
、
国
の
支
援
も
得
て
、
平
成
８
年
度
ま
で

に
市
内
線
の
約
３
分
の
１
を
セ
ン
タ
ー
ポ
ー

ル
に
切
り
替
え
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
９
年
度
に
は
、
走
行
す
る
路　

面
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
国
が
補
助
す
る

「
路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業
」
の

新
規
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
制
度
の
最
初
の
適
用
と
な
っ
た
の
が

豊
橋
鉄
道
の
市
内
線
で
あ
る
。
当
時
、

豊
橋
駅
総
合
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
、

こ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
東
口
駅
前

広
場
整
備
事
業
で
、
こ
の
制
度
の
適
用

を
受
け
、
市
内
線
の
駅
前
停
留
場
を

１
５
０
ｍ
移
設
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
乗

り
入
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
路
面
電
車

と
鉄
道
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
交

通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、
利
用
者
の
利
便
性
が
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。

豊
橋
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
動

し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
と
路
面
電
車
の

利
用
促
進
を
目
的
に
、
平
成
17
年
に
は
「
豊

橋
路
面
電
車
活
性
化
事
業
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
安
全
島
の
な
い
停

留
場
の
改
良
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
、
全
面
低
床
式
車

両
（
Ｌ
Ｒ
Ｖ
）「
ほ
っ
ト
ラ
ム
」
の
導
入
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
」
の
導
入
な

ど
の
事
業
が
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
に
か

け
て
行
わ
れ
て
い
る
。

豊
橋
市
の
都
市
計
画
部
都
市
交
通
課
の
金

子
知
永
課
長
補
佐
が
「
路
面
電
車
へ
の
支
援

は
、
そ
れ
ま
で
は
ま
ち
づ
く
り
全
体
を
見
据

え
な
が
ら
も
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
支
援

だ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
計
画
か
ら
、
路
面

電
車
自
体
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
動
き
に
変
わ
っ
た
」

と
語
る
よ
う
に
、
豊
橋
市
の
路
面
電
車
は
こ

こ
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
。

三
位
一
体
で
Ｌ
Ｒ
Ｖ
を
導
入

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

の
支
援
も
大
き
い
。
中
で
も
、

市
内
線
の
支
援
団
体
と
し
て
平

成
２
年
に
発
足
し
た
「
と
よ
は

し
市
電
を
愛
す
る
会
」
は
豊
橋

鉄
道
に
と
っ
て
心
強
い
存
在

だ
。
当
初
は
豊
橋
市
の
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
が
中
心
だ
っ

た
が
、
現
在
で
は
会
社
経
営

者
・
会
社
員
・
公
務
員
・
商
店

主
・
主
婦
・
学
生
な
ど
約
２
５ 

０
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
。

架
線
の
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化

に
つ
い
て
も
、「
当
初
、
普
通

の
Ｔ
字
型
の
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
味

気
な
く
感
じ
た
。
当
時
の
市
電
は
チ
ン
チ
ン

電
車
だ
っ
た
の
で
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
大

切
に
し
て
駅
前
か
ら
新
川
間
は
ガ
ス
灯
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
の
照
明
灯
を
つ
け
る
よ
う
提

案
し
た
」
と
と
よ
は
し
市
電
を
愛
す
る
会
の

神
野
紀
郎
会
長
は
振
り
返
る
。

市
内
線
は
豊
橋
鉄
道
と
行
政
、
そ
し
て
市

民
の
三
位
一
体
の
努
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
き
た
と
言
え
る
が
、
そ
れ
が
最
も
顕
著
な

形
で
具
現
化
さ
れ
た
の
が
、
Ｌ
Ｒ
Ｖ
「
ほ
っ

ト
ラ
ム
」
の
存
在
だ
。

豊
橋
市
は
、
平
成
18
年
に
策
定
し
た
「
豊

橋
市
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
、
誰

も
が
移
動
し
や
す
い
交
通
環
境
の
構
築
や
中

心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
交
通
改
善
と
し

て
Ｌ
Ｒ
Ｖ
導
入
を
位
置
付
け
、
そ
の
実
行
計

画
「
豊
橋
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
方
策
」

で
、
Ｌ
Ｒ
Ｖ
導
入
計
画
を
具
体
化
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
豊
橋
商
工
会
議
所
を
中

心
に
、
市
民
協
働
事
業
と
し
て
Ｌ
Ｒ
Ｖ
導
入

を
目
指
す
「
新
し
い
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く

り
の
会
」
が
発
足
。
Ｌ
Ｒ
Ｖ
導
入
の
た
め
の

募
金
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
と
よ
は
し
市
電

を
愛
す
る
会
も
、
資
金
集
め
の
た
め
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
製
作
し
て
販

売
。
こ
れ
ら
市
民
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金
は

約
３
５
０
０
万
円
に
上
っ
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｖ
の
購
入
価
格
は
約
２
億
４
５
０ 

０
万
円
。
そ
の
内
訳
は
国
の
補
助
が
約

６
１
０
０
万
円
、
愛
知
県
が
約
２
０
０
０
万

円
、
豊
橋
市
（
寄
付
金
含
む
）
が
約
９
６
０ 

０
万
円
、
事
業
者
が
約
６
８
０
０
万
円
で
、

官
民
事
業
者
の
ま
さ
に
三
位
一
体
で
導
入
が

実
現
し
た
。

平
成
20
年
に
導
入
さ
れ
た
ほ
っ
ト
ラ
ム
は
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市内線赤岩口方面の終点電停に隣接して立つ「赤岩口車庫」。

豊橋市 都市計画部
都市交通課 課長

前田幸弘
Yukihiro MAEDA

豊橋市 都市計画部
都市交通課 課長補佐

金子知永
Tomonori KANEKO



３
車
体
連
接
（
２
台
車
）
で
定
員
は
74
人
。

外
観
は
白
を
ベ
ー
ス
と
し
た
シ
ン
プ
ル
モ
ダ

ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
翌
21
年
に
は
鉄
道
友
の

会
の
ロ
ー
レ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

大
正
14
年
の
開
業
時
に
導
入
し
た
１
形
車

両
以
来
、
市
内
線
で
は
中
古
車
両
の
購
入
が

続
い
て
お
り
、
実
に
82
年
ぶ
り
の
新
造
車
両

に
な
っ
た
と
い
う
。
ほ
っ
ト
ラ
ム
は
、
豊
橋

の
路
面
電
車
の
新
た
な
活
路
を
切
り
開
く
存

在
と
し
て
、
大
き
な
期
待
と
と
も
に
運
行
を

開
始
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
役
割
と
責
務
を
明
示

「
豊
橋
市
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

は
平
成
27
年
度
で
完
了
し
、
現
在
は
、
そ
の

方
向
性
を
継
承
す
る
形
で
策
定
さ
れ
た
「
豊

橋
市
都
市
交
通
計
画
２
０
１
６

－

２
０
２ 

５
」
に
基
づ
き
、
諸
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。「

社
会
背
景
と
し
て
急
速
な
人
口
減
少
と

超
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。
都
市
の
活
性

化
に
は
人
々
の
交
流
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

考
え
か
ら
、
多
様
な
交
通
手
段
を
誰
も
が
使

え
、
過
度
に
自
家
用
車
に
頼
る
こ
と
な
く
生

活
・
交
流
で
き
る
都
市
交
通
体
系
を
構
築
す

る
も
の
と
、
基
本
理
念
で
定
め
て
い
る
」
と

前
田
課
長
は
語
る
。

本
計
画
に
は
、「『
市
電
が
育
む
ま
ち
』
豊

橋
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
」
の
副
題
が
付
く
。　

「
長
年
、
市
民
か
ら
『
市
電
』
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
、
皆
で
市
電
を
支
え
て
き
た
と
い
う

地
域
の
人
た
ち
の
思
い
が
あ
り
、
豊
橋
の
市

電
文
化
と
い
う
も
の
が
根
付
い
て
い
る
。
そ

う
し
た
交
通
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
市
電
を

守
る
こ
と
か
ら
市
民
に
公
共
交
通
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
金
子
課
長

補
佐
は
言
う
。

事
業
の
実
施
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

「
ま
ち
な
か
交
流
促
進
プ
ラ
ン
」
と
「
路
面

電
車
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
プ
ラ
ン
」、
二
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
ち
な
か
交
流
促
進
プ
ラ
ン
」
は
、
豊

橋
市
初
の
法
定
再
開
発
に
よ
っ
て
居
住
と
都

市
機
能
の
誘
導
を
行
い
、
居
住
施
設
や
図
書

館
、
広
場
な
ど
の
整
備
に
併
せ
て
、
公
共
交

通
や
自
転
車
で
ま
ち
な
か
に
来
訪
し
や
す
い

交
通
環
境
や
快
適
に
移
動
で
き
る
道
路
空
間

を
整
備
す
る
。

ま
た
「
路
面
電
車
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
プ

ラ
ン
」
で
は
、
施
設
の
更
新
や
改
良
を
最
優

先
で
進
め
な
が
ら
、
定
時
性
や
速
達
性
の
向

上
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
な
ど
を
行
い
、

沿
線
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度

化
、
さ
ら
に
は
上
下
分
離
方
式
な
ど
行
政
の

適
切
な
関
与
の
検
討
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
個
別
推
進
事
業
と
し
て
は
、
渥

美
線
（
鉄
道
）
の
機
能
の
維
持
・
強
化
を
目

的
と
し
た
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
現
在
、
公
共
交
通
を
守
り
、
利
用

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
「
豊
橋
市
の
公

共
交
通
を
と
も
に
支
え
育
む
条
例
」
策
定
の

準
備
も
進
め
て
い
る
。

市
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
維

持
、
利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
な
ど
を
立

案
・
実
施
す
る
。
市
民
は
、
公
共
交
通
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
、
自
家
用
車
に
頼
る
こ

と
な
く
公
共
交
通
の
積
極
的
な
利
用
に
努
め
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前畑－東田坂上間には、石畳の軌道敷が残る。

上：駅前大通停留場。平成 17 年に駅前停留場と新川停留場の間に
新設された。下：600 ｍ延伸して新設された運動公園前停留場。



る
。
事
業
者
（
企
業
や
事
業

所
）
は
、
事
業
活
動
や
通
勤
な

ど
で
公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

し
、
過
度
に
自
動
車
に
頼
ら
な

い
意
識
の
変
化
に
努
め
る
。
そ

し
て
公
共
交
通
事
業
者
は
、
市

民
や
事
業
者
に
対
し
て
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
に
関
す
る
情

報
を
積
極
的
に
提
供
し
て
利
用
促
進
に
努

め
、
か
つ
市
民
や
事
業
者
の
意
向
を
把
握
し

て
効
率
的
な
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。「

市
と
公
共
交
通
事
業
者
の
責
務
、
市
民

や
事
業
者
の
役
割
を
明
示
し
、
と
も
に
都
市

交
通
体
系
の
構
築
を
推
進
し
て
、
公
共
交
通

の
維
持
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
」
と
前
田
課
長
は
解
説
す
る
。

連
携
を
取
り
な
が
ら
の
利
用
促
進
策

一
方
、
公
共
交
通
利
用
促
進
策
に
つ
い
て

は
、
豊
橋
市
で
は
高
齢
者
の
外
出
を
促
進
す

る
た
め
、
70
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
電

車
・
バ
ス
共
用
福
祉
回
数
乗
車
券
や
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
乗
車
券
の
配
布
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
元
気
パ
ス

（
豊
鉄
バ
ス
の
高
齢
者
用
定
期
券
）
購
入
に

つ
い
て
も
助
成
を
追
加
し
た
。

豊
橋
鉄
道
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
促
進
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
路
面
電
車
の
撮
影
会
や
運
転
体
験
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
そ
れ
に
企
画
電

車
の
運
行
だ
。
中
で
も
、
お
で
ん
し
ゃ
、
納

涼
ビ
ー
ル
電
車
は
、
県
内
外
で
そ
の
知
名
度

を
誇
る
。
そ
れ
ぞ
れ
冬
季
・
夏
季
の
み
の
企

画
電
車
だ
が
、
ど
ち
ら
も
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎

日
運
行
し
、
年
間
で
は
７
カ
月
間
に
も
及

ぶ
。
そ
れ
で
も
予
約
が
殺
到
す
る
人
気
ぶ
り

で
、
豊
橋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

と
よ
は
し
市
電
を
愛
す
る
会
は
、
毎
年
４

月
10
日
を
「
市
電
の
日
」
と
称
し
て
、
至
近

の
休
日
に
路
面
電
車
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
当
日
に
は
沿
線
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
「
穂
の
国
・
豊
橋
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
で

は
、
愛
す
る
会
が
車
両
を
貸
し
切
り
、
車
内

か
ら
ラ
ン
ナ
ー
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
応

援
電
車
と
ラ
ン
ナ
ー
が
並
走
す
る
と
い
う
全

国
で
も
珍
し
い
光
景
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
。

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
路
面
電
車
だ
け
に
、

市
民
に
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
策
が
多
い

が
、
豊
橋
市
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
本
格
的

な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
て
い

る
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
対
外
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
、
路
面
電
車
が
四
つ
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
２
月

に
は
路
面
電
車
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
取
り
組
む
都

市
の
首
長
が
一
堂
に
会
し
、
新
し
い
都
市
交

通
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
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とよはし市電を愛する会
会長

神野紀郎
Norio KAMINO

複線から単線に変わる競輪場前の手間に
ある電留線。運動公園前に至る支線に入る。日本一急な半径 11 ｍのカーブを曲がる。駅に直結する駅前停留場。乗り換えもスムーズだ。

上：サイクル＆ライドを推奨して、停留場
近くに駐輪場の整備が進められている。
下：全国の交通系ＩＣカード対応エリアで
利用できる「manaca」のチャージ機。

東口駅前広場の整備は平成 10 年に完成。ペデストリアンデッキが整備され、デッキ下の 1 階部
分に路面電車、バス、タクシーなど公共交通機関のターミナル機能が集約されている。写真右
は、デッキ口に設置された乗り場案内板。



わ
す「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
都
市
サ
ミ
ッ
ト
豊
橋
２
０
１
３
」

が
開
催
さ
れ
、
市
の
魅
力
も
宣
伝
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
流
れ
に
対
し
て
神
野
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
豊
橋
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
民
の
た

め
に
行
わ
れ
、
市
内
で
完
結
し
て
お
り
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
は
全
く

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
地
方
の

時
代
で
自
分
の
市
や
ま
ち
を
売
っ
て
い
く
時

代
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
必
要
で
、
市
や
佐

原
市
長
に
は
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

梅
村
次
長
も
「
市
が
以
前
に
も
増
し
て
、

市
内
線
の
存
在
を
重
視
し
、
当
社
の
事
業
に

参
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
と

て
も
心
強
い
。
わ
れ
わ
れ
も
沿
線
の
方
々
を

は
じ
め
皆
さ
ま
に
さ
ら
に
親
し
ん
で
乗
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

渥
美
線
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

存
在
自
体
は
豊
橋
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

市
内
線
だ
が
、
豊
橋
鉄
道
の
鉄
軌
道
事
業
の

収
支
は
鉄
道
の
渥
美
線
が
支
え
て
い
る
。
渥

美
線
は
利
用
客
に
対
す
る
定
期
利
用
が
比
較

的
多
く
、
う
ち
通
学
定
期
が
２
割
強
、
通
勤

定
期
が
２
割
弱
を
占
め
る
。
し
か
し
、
沿
線

の
愛
知
大
学
は
、
名
古
屋
市
の
学
舎
へ
一
部

の
学
部
移
転
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
後

も
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
定
期
利
用
者
を
大

幅
に
失
う
豊
橋
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

に
と
っ
て
も
若
年
層
の
流
出
と
い
う
大
き
な

問
題
が
潜
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
豊
橋
駅
を
平
成
20
年
に
、
三
河

田
原
駅
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
に
、
共
に
公

共
施
策
に
よ
り
新
駅
舎
へ
移
設
改
築
し
て
い

る
が
、
施
設
や
車
両
の
老
朽
化
が
進
み
、
対

応
が
急
が
れ
て
い
る
。

「
車
両
は
軒
並
み
50
年
を
迎
え
て
お
り
、

機
器
更
新
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
の
施
設
も
安
全
対
策
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
が
、
自
社
の
み
の
対
応
で
は
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
対
応
は
困
難
で
あ
り
、
鉄
軌
道
の
公

共
財
と
し
て
の
認
知
の
拡
大
を
期
待
し
た
い
」

と
柴
田
取
締
役
は
苦
し
い
胸
の
内
を
語
る
。

観
光
資
源
に
乏
し
い
地
方
都
市
に
お
い

て
、
鉄
軌
道
は
通
勤
通
学
、
買
い
物
な
ど
、

沿
線
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
存
続
で
き

た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
「
公
共
交
通
を
利
用

す
る
目
的
」
と
「
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
現
状
で
は
か
な
り
少
な
い
昼
間
の
利

用
者
を
増
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、
駅
周
辺

の
再
開
発
の
よ
う
な
沿
線
へ
の
都
市
機
能
や

住
居
の
集
積
、
市
外
か
ら
も
人
々
が
足
を
運

ぶ
よ
う
な
沿
線
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
市
内

外
の
人
々
が
乗
り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
の

掘
り
起
こ
し
や
路
面
電
車
と
そ
の
ほ
か
の
交

通
モ
ー
ド
と
の
接
続
改
善
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
で
多
様
な
視
点
に
お
け
る
利
用
促
進
策
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
内
線
の
歴
史
は
、
路
面
電
車
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
き
た
豊
橋
市
と
豊
橋

市
民
の
歴
史
で
も
あ
る
。
こ
の
ま
ち
の
路
面

電
車
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
三
位
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
は
続
く
。
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上：三河の木材を使った新豊橋駅の「木の壁」。下：平成 25
年完成の建築家・安藤忠雄が設計を手掛けた三河田原駅。

上：豊橋方面に向かっ
て走る渥美線。
左下：自転車を持ち込
めるサイクルトレイン
を土休日に実施してい
る。右下：愛知大学前
駅。改札のスロープを
下るとすぐに校門があ
る。


